
研究のテーマと計画
１、研究テーマ

「ライフステージを意識した学校でできる支援」

～社会性を育てることに視点をあてて～

２ テーマ設定の理由

本校では、平成２１年度から２年間、文部科学省より特別支援教育推進事業「自閉症に対応した

教育課程の編成等についての実践研究」の委託を受け、「知的障害を主とする特別支援学校における

自閉症の特性に応じた教育課程の編成と人間関係の形成を中心とした自立活動の指導に関する研究」

というテーマを設定し以下の３つの観点で進めてきた。

①一人一人の教育的ニーズに合わせた個別の指導計画の作成と実践

②一人一人に合わせた環境と手だての工夫

③社会性を意識した自立活動の指導

成果と課題の詳細については、研究報告書に記載しているが、主だったこととしては、

①一人一人の教育的ニーズに合わせた個別の指導計画の作成と実践

〈成果〉

・ＰＤＣＡサイクルを取り入れた個別の指導計画を活用したことで、「授業充実のための話し合い」

をとおして、一人一人に合わせた本校特有の教育課程の有効性について整理できたこと。

〈課題〉

・実態把握で取り入れた初期社会性発達アセスメントについては、対象年齢が低く、小学部高学年

や中学部、高等部の児童生徒について内容の検討が必要なこと。

②一人一人に合わせた環境と手だての工夫

〈成果〉

・場や教材提示の構造化、教師のかかわり方の工夫、一人一人に合わせたスケジュールの作成、コ

ミュニケーション手段の提示等の取り組みをしたことで、自閉症の児童生徒が安心して活動や学

習に取り組めるようになり、落ち着いた学校生活が送れるようになったこと。

〈課題〉

・一人一人に合わせ、環境をどのように評価し、見直していくか。意図的に行っていた手だてを減

らしていくことも考慮していくこと。

③社会性を意識した自立活動の指導

〈成果〉

・「人間関係の形成を中心とした自立活動」については、「人間関係の形成」のみに着目するのでは

なく、「社会性を意識した自立活動の指導」ととらえ、自立活動の内容の６つの区分全体で考える

こととした。そして、社会性の発達段階に合わせた指導支援を行ったことで、「社会性＝集団」で

はなく、まずは教師と１対１の関係から、人とかかわる力の基礎を培う重要性を理解することが

できた。そこで、「共同注意」という他者を意識した視点の大切さを学んだり、「目と目を合わせ

る」「５秒まつ」ということを教師が意識して取り組んだりすることで、細かな表情の変化や目や

身体の動きに気付くことができるようなり、児童生徒と教師との間にある信頼関係を深めること

ができた。

〈課題〉

・人とのかかわりにおいて、教師から友だちへ、友だちから集団へ、集団から学校以外の社会へと



意識した指導について。また、各教科や教科・領域を合わせた指導の目標と自立活動の目標をど

のように関連させていくかの検討が必要なこと。

公開授業・研究報告会で行ったシンポジウムでは「自閉症へのライフステージを意識した学校で

できる支援とは～社会性を育てる・環境を整えることに焦点をあてて～」というテーマの下、３名

のシンポジストより、社会性についてアセスメントの重要性や、ライフステージ（小学部段階、中

学部段階、高等部段階）を意識して、小学部で培った力を、中学部で縦と横に広げ、高等部では卒

業後を見据えた指導を心掛けること、児童生徒の様子を知り発達を支援すること、生活や社会生活

に広げるという視点で取り組むことなどの大切さについての提言をいただいた。

これらのことから、社会性について、児童生徒の発達段階を把握し、小学部、中学部、高等部段

階とライフステージに合わせ、一人一人の教育的ニーズに合わせた指導支援を行うことが必要であ

ると考えテーマを設定した。

生涯に渡る一人一人のライフステージを意識した支援を考えると幅が広すぎるので、高等部卒業

後３年程度を見越し、社会生活を支える基盤づくりが必要なこの時期に必要な社会性について、学

校でできることとは何かを考え、一人一人に合わせた社会性の指導方法や内容について事例をとお

して明らかにしていきたい＜図１＞。もちろん、一人一人の子どもたちにとって大切にしたいこと

は、この時期だけでなく、社会性を更に広げていきながら、これから続いてく人生を豊かに、生き

生きと、たくましく生きていってほしいということである。「進路先を考慮する」という意味ではな

く、どうやって「豊かな生活を目指していけるか」について考えたい。

「社会性」についても幅が広いため、育てるべき視点を「人とかかわる力とコミュニケーション」

「ルール・マナーの理解と社会参加」の２点に絞り、研究目標や仮説に迫っていきたい。

今までの取り組みでは、自閉症の特性に応じた支援について研究対象事例児童生徒を中心に進め

てきた。自閉症という特有の障害のモデルをとおして検証してきたことで、自閉症の児童生徒に分

かりやすい環境や手だては、その他の障害をもつ児童生徒に対しても分かりやすいことや、認知発

達や社会性の発達段階などについても、少しずつ明らかになってきたので、自閉症以外の障害をも

つ児童生徒へも広げることで、成果として得たことを定着させていきたい。社会性を育てることに

ついては、発達段階、生活年齢、児童生徒の特性などを考慮することが必要である。

授業研究をとおし、検証していきたいと考えるが、ＰＤＣＡサイクルを取り入れた個別の指導計

画の活用や、自立活動に視点をあてるということについては、継続していきたい。

本校の研究では社会性を育てることはまだまだ始まったばかりである。報告書にも記載してある

が、研究事例児童生徒の変容には、著しいものがありうれしい限りである。さらにこの２年間の研

究をふまえ、内容や方法を広げ深めるよう取り組んでいきたい。尚、今年度の研究テーマは３年計

画の中の１年目としてスタートする。

誕生 ６歳 １８歳 ２１歳 死亡

学校でできる支援 卒業後の生活の基盤づくりに必要な時期として意識する

○「高等部卒業後３年くらいを意識した社会性」についてを絞って考えたい。

＜図１ ライフステージのとらえ方について＞

社会性の広がり



３ 研究内容

（１）研究目標

児童生徒一人一人の高等部卒業後の生活を意識して、１２年間の学校生活における小学部段階、

中学部段階、高等部段階の社会性を育てるための指導方法や内容について、実践を通して明らか

にする。

（２）研究仮説

児童生徒の実態に応じて、育てたい社会性を「人とかかわる力とコミュニケーション」「ルール、

マナーの理解と社会参加」の２点に絞り、発達段階や生活年齢を考慮しながら事例を通して授業

を行っていけば、児童生徒の社会性を育てることができ、その指導方法や内容を明らかにするこ

とができるであろう。

４ 研究の組織

全 体 研 究 会

研 究 推 進 委 員 会

研 究 推 進 係 会

小学部 中学部 高等部 自立活動部 保健部

５ 研究計画

月 日 研究に関わる主な行事 内 容

６ １３（月） 研究推進委員会 今年度の研究の方向性の確認

２２（水） 全体研究会 今年度の研究の方向性の確認と決定

２９（水） ミニ研修 「スケジュール」「コミュニケーション」の

「チェックリスト」について

７ ２２（金） 全体研修会 「行動面に課題を抱える知的障害者の移行・

就労継続に必要な支援」

２５（月） 全体研修会 「キャリア教育」について

２７（水） 小学部 部内研修会 「クラス・グループ事例」

２８（木） 中学部 部内研修会 「部内研事例」「全体研事例」の検討など

８ ２２（月） 中学部 部内研修会

２３（火） 小学部 部内研修会

２９（月） 高等部 部内研修会

９ 小学部 部内研究会 ＊ 事例をあげて部内の授業研究会を行う。

１０ 中学部 部内研究会 ＊ 校内講師（小・中・高）

１１ 高等部 部内研究会

１２

１ ２４（火） 全体研究会 ＊ 事例をあげて授業研究会（小・中・高）を行う。



＊ 校内講師

２ 未定 部内研修会 「クラス・グループ事例」の報告会

３ 未定 研究推進委員会 実践報告集の作成及び検討

全体研究会（報告会） 今年度の反省と来年度へ向けて

６ 研究の進め方

①一人一人の教育的ニーズに合わせた個別の指導計画の作成と実践

事例児童生徒を選び、ＰＤＣＡサイクルの見直しを図り、個別の指導計画の充実をとおして授業

実践を深める＜図２＞。アセスメントについては、３つのチェックリストや初期社会性発達アセス

メント（ＡＥＳ）等を選択して取り入れ、客観的な観点にもとづく、より的確な実態把握に努める。

事例児童生徒については、個別の指導計画から抜粋した資料を新たに作成し、アセスメントから

目標設定にいたる根拠を「目標を設定するにあたって」という項目に整理して記載する＜図３＞。

毎時間の授業を振り返って改善を図るため、毎週金曜日に「授業充実のための話し合い」の時間

を設定し、児童生徒の様子をとおして目標や学習内容、教材教具、手だてについて検討する。話し

合いの様子は児童生徒の変容や授業改善の経過が分かるように記録をとる。

個別の指導計画

５つの基礎・基本

PLAN

（計画作成）

個別の指導計画

（長期目標）

ACTION DO

（改善） （実践）

個別の指導計画

（短期目標）

CHECK

（評価）

授業実践

※１ チェックリスト ・本校独自のチェックリスト（実態把握や目標の設定の指針）

・「コミュニケーション」「スケジュール」のチェックリスト

（千葉総合教育センター作成）

※２ 社会性発達支援プログラム 「長崎勤、中村晋、吉井勘人、若井広太郎編著」

＜図２ 個別の指導計画にもとづく授業づくり＞

○発達検査、チェックリストの実施

・新版Ｋ式発達検査

・チェックリストの活用※１

・初期社会性発達アセスメント（AES）※２

○日常生活からの読み取り

○２つの観点に着目した実践

・「環境を整える」「社会性を育てる」に

即して指導上の留意点を整理

・授業研究

○「授業充実のための話し合い」（毎週金曜日）

・児童生徒の様子をとおして目標の設定や学習

内容、教材教具、手だてについて検討し記録

に整理



事例児童生徒について

○○学部○年○組（○○班） K・K （教育課程○）

本人・保護者の願い

児童、生徒の様子

取り組む教科名「 」

目標を設定するにあたって

年間目標(長期目標)

前期の目標（短期目標）

評 価

目標の見直し

後期の目標(短期目標)

評 価

＜図３ 事例児童生徒個別の指導計画抜粋資料＞

②一人一人に合わせた環境と手だての工夫

「コミュニケーション」＜表１＞ と「スケジュール」＜表２＞ のチェックリストなどを活用し、

要求や意思を伝えるためのコミュニケーション手段や、見通しをもって主体的に活動するためのス

ケジュールボードについて、一人一人の特性に合わせて検討する。理解できる情報の種類や量、形

や大きさ、提示する場所などについて、授業研究会や「授業充実のための話し合い」をとおして改

善を重ねる。同じように視覚刺激等を整理して学習に集中して取り組むための、机の配置や向き、

パーティションの効果的な使い方など、場の構造化についても一人一人の特性を踏まえて指導案に

記載していくことで検討を加える＜表４＞。場や教材の構造化、教師のかかわり方の工夫などを通

して、児童生徒が落ち着いた生活をすることで、情動調整を行い、学習を意欲的に受けられるよう

に環境を整え、「気持ちの安定」を図る。＜図４＞



＜表１ コミュニケーションのチェックリスト＞ ＜表２ スケジュールのチェックリスト＞



③社会性を意識した自立活動

社会性を育てる自立活動の指導内容については、教育課程全体をとおして育てていくが、学校生

活全体の中で指導していくだけでは育ちにくい児童生徒が多い。そのために、教科や領域・教科を

合わせた指導をとおして、意図的に学習場面を設定したり、意図的に配慮したりして指導を行って

いく必要がある。授業内容を考える時に、これまでの研究で重要なキーワードとなった「社会性を

育てる」ことを意識して、児童生徒とのやりとりのポイントを指導案に記載していくことで社会性

の視点を意識した指導につなげていく＜表４＞。育てたい社会性については、「人とかかわる力とコ

ミュニケーション」と「ルール・マナーの理解と社会参加」の２点に絞って取り組む＜図４＞。本

校独自のチェックリスト（実態把握や目標の設定の指針）や初期社会性発達アセスメント（AES）

などを活用して、一人一人の社会性の発達水準を把握し、学習内容や支援方法について検討する。

気持ちの安定

＜図４ 育てたい社会性について＞

（２）本時の指導

時配 学 習 活 動
指 導 上 の 留 意 点

備 考
環 境 社会性

＜表３ 指導案の展開の書き方（②③を意識した指導案）＞

本校の教育課程編成を考えると、自立活動の位置づけについては、＜図５＞で示したように、各教

科、領域等における指導や領域・教科を合わせた指導において、児童生徒の主体的な活動、参加を達

成するための基盤となる必須の指導と位置づけることができる。自立活動の指導は、学校教育全体を

通じて行うものであり、自立活動の時間における指導はその一部であって、自立活動の時間における

指導と各教科等における指導とが密接な関連を保つことが必要であるとされている＜図６＞。

「社会性を育てる」ことは自立活動の目標であり、各教科や領域・教科を合わせた指導の主となる

目標ではない。「社会性を育てる」ことに極端に重きを置いてしまうと、各教科や、領域・教科を合わ

人とかかわる力とコミュニケーション

「要求表出」「他者からの意図の理解」「人に合わせる」

「場に応じたあいさつ」「感情理解」など

ルール・マナーの理解と社会参加

「役割理解と係活動」「協力する態度」「社会参加能力の向上」

「交通機関の利用」「予定の理解と行動調整」など

発
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いての留意点を

記載する。

構造化の内容や教材提

示の工夫などについて

の留意点を記載する。



せた指導の目標が達成されない可能性もある。両者はあくまでも密接な関連を保つことが必要であり、

自立活動は、児童生徒が各教科等の目標の達成に向かって、自立的主体的に取り組むことを実現する

のになくてはならない支援的な指導であり、各教科指導等の基礎的位置づけであることを意識して取

り組みたい。

＜図５ 本校の教育課程編成の考え方＞

＜図６ 「自立活動の指導」と「自立活動の時間における指導」の関係＞

自立活動の指導（教育活動全体を通じて）

自立活動の時間における

指導（特設された授業）


